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はばたけでは、10 月 28 日(土)に恒例の秋まつりを開催しました。テーマの“サーカス” 
にちなんだ「はばたけアート」で華やかになった会場に 300 人を超える皆様がご来場 
いただき、太鼓の演奏やバルーンアートの新しい企画も盛り上がりました。ご来場の 
皆様、ご協力いただいたほのぼのネット野崎西班、家族会の皆さんはじめ、たくさんの 
ボランティアの皆様、ありがとうございました。 
 

みんなで作った 
ピエロの顔出しパネル！ 
赤いお鼻がチャーミング。 
力作です！！ 

バルーンアートは大人気！ 
キッズコーナーではてづくりの遊びに 
たくさんの子どもたちがチャレンジ 
してくれました 
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 新年明けましておめでとうございます。皆様のおかげで良い新年を迎えることができました。本年もよろ

しくお願い申し上げます。 

  

さて工房時では 11 月 21 日～22 日、箱根旅行に行って 

きました。飲んで食べて、温泉につかって、語らい合って… 

普段いっしょに仕事をしている仲間と寝食を共にし、さら 

に関係が深まった二日間でした。 

一日目は昼食後に「かまぼこの里」で揚げかまぼこ作り 

体験をしました。インストラクターさんの説明を聞いて、 

さあ手作り開始、かまぼこのすり身に具を入れて練って形 

を整えて完成！それぞれ個性のある作品が出来上がりまし 

た。インストラクターさんに揚げてもらって、すぐに食べ 

ることが出来ました。出来立てのかまぼこは本当においし 

い！みんな残さず食べていました。午後は箱根園の水族館、 

アザラシやペンギンがかわいかったです。アザラシがごはんを食べているところを観ることが出来ました。

その後フェリーに乗って芦ノ湖を渡り、箱根高原ホテルへ…湖上から観る夕焼けがきれいでした。 

 

夜の宴会は乾杯から始まり、美味しい料理に舌鼓を打ちました。気の置けない仲間と食べたり飲んだり、

語り合ったり…楽しくリラックスした時間になりました。その後はカラオケ、今流行っている曲から、懐か

しい曲まで様々な曲と歌声を聴いて、一人一人の過ごしてきた時代を感じることが出来ました。最後はＡＫ

Ｂの恋するフォーチューンクッキーの大合唱で盛り上がりました。その後は温泉に入る人、部屋に戻って寝

る人、飲みながら語り合う人…それぞれの夜が過ぎて行きました。 

二日目は富士サファリパークへ…バスの中から 

クマ、ライオン、トラ、サイ、チーター、シマウマ 

…特にキリンがバスの近くまで来たときは大迫力 

でした！食い入るように観ている人、写真を撮る人、 

平然とお菓子を食べている人…みんな様々な楽し 

み方をしていました。 

二日目の朝、所員のＡさんと朝風呂に入りました。 

他のお客さんに「おはようございます」とあいさつ 

をして、返事が返ってくると満足そうな表情をして 

いました。早起きをして、時間を気にせずお湯につ 

かっているＡさんの姿は、なんとも穏やかでのんび 

りした雰囲気が漂っていました。温泉につかりなが 

ら、ゆっくりとした時間を過ごす事が出来て、A さ 

んとの気持ちの距離が近づいたように感じました。 

                                      (管理者 立野信行)  

みんなでかまぼこづくり体験 

仕事を離れて…みんなリラックス！ 
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団体で話し合

的あてゲーム

るために、み

キャラを考

こう」「運動

ながら色を重

した。絵を描

その子の思い

当日は

「去年もや
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日発行)2017 年

≪移動支援・居

ました。「昨

れ引き継ぎが

ルパーとご本

者さんとタ

ちょっと待っ

との外出は楽

ました。 

らガイドを利

りました。グ

きます。そん

を怠っていま

きました。事

が及びません

直接お話しす

と躊躇するこ

情がつかめず

っけなさに

利用者や真摯

していきたい

ビス≫ 

ったかまつ

合いながら作

ムで参加し

みんなで少し

えたから見

会！赤組優

重ねていくな

描くことをき

いを一緒に感

はあいにくの

やったんだ

     

12 月 26 日発行

居宅介護事業≫

昨日の○さん

がありまし

本人とのや

イムリーに

っていただ

楽しいので

利用してお

グループホ

んな連携の

ました。直

事前に直接

んでした。 

する機会が

ことも正直

ず、思わぬ誤

ヒヤッとし

摯に利用者

いと思います

り” 

作っ 

まし 

しず 

見て！」 

優勝し 

など、 

きっかけに、

感じられ、と

のお天気で

よ」「仮面ラ

と

    あ

地

会

完成し

行ＳＳＫＰ通巻 6

≫ 
ん(グループホ

た」と始ま

りとりと違

目を合わせ

く間に、彼

すが、次回

り、グルー

ームは世話

しくみをつ

ちにヘルパ

お話しでき

めっきり減

あります。

誤解が生じ

たことが有

に向き合っ

す。    

、その時考

とても楽しい

したが、た

ライダーだ！

と夢中になっ

みんなで作

あすは Kids

地域の人に知

会になりま

（

した“的あてゲ

6783 号はばたけ

ホーム居住)

る文には、

違ってしまい

せる時間を失

彼の楽しい気

以降、同じ

プホームに

話人が毎日変

くっていく

パーさんにお

れば、この

減っています

メールは、

ることがあ

有ります。反

て下さるヘ

 （管理者

考えているこ

い一場面で

くさんの子

！あそこに入

って遊んでく

作ったもの

や子どもた

知ってもら

した。 

（支援員 梅

ゲーム”ステキ

けだよりＮＯ.13

)とのガイド

世話人さん

い困惑したこ

失うことは、

気分が冷めて

じガイドは、

に入居され、

変わりますの

中で、今回

お目にかかっ

のようなメー

す。電話は相

大変便利で

あります。私

反省しきりで

ヘルパーの皆

者 二口 緑）

ことや最近楽

した。 

どもたちが

入れよう！」

くれました。

を通して、

たちのことを

えるよい機

梅田亜希） 

キでしょ！ 
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ド
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新年、あ

お慶び申し

さて、後

により、昨

あすはミニ

それぞれの

ご協力誠に

そして、

参加してい

今後とも、

  

 

 

 

 

★後援会新規
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ありがとうご
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年

社会福

第 3種郵便物認可

あけましてお

し上げます。

後援会活動の

昨年もさまざ

ニバザー、工

の場面でおお

にありがとう

今年おおぞ

います。皆様

みなさまの

規ご入会・ご更

法人 1 社より
ございました。

ご寄附（敬称

団体 1 社よりご
ございました。

事業所へ ご寄

法人 1 社よりご

ございました。

皆様 ありが

年会費は、お

郵便口座

福祉法人おお

会長

可(毎月 18 回 1

おめでとうご

 

のご報告をさ

ざまな活動を

工房時の感謝

おぞら会の理

うございまし

ぞら会は法人

様、お一人お一

のご協力をよ

更新（敬称略）

、ご入会・ご
 

称略） 

ご寄附をいただ
 

寄附（敬称略）

ご寄附をいただ

 

がとうございま

＊後援会

年会費 １

お手数ですが

座 00160-0-3

おぞら会後援

長 吉野 壽

･2･3･5･6･7 の日

ございます。

させていただ

を行うことが

謝デー等でお

理念にもある

した。 

人設立２０周

一人の力が集

よろしくお願

 

ご更新をいただ

だきました。 

 

だきました。 

ました。後援

会へのご入会

１口 個人…

が直接お持ち

39163  口

援会 

壽夫 
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日発行)2017 年 1

。皆様におか

だきます。法

ができました

お手伝いを

る「お互い

周年を迎えま

集まれば、法

願いいたしま

だきました。 

援会費、ご寄

会・ご更新を

 

…２０００円

ちいただくか

 

口座名義： 

12 月 26 日発行Ｓ

かれまして

法人の各事

た。はばた

いただきな

さまの笑顔

ます。記念事

法人にとって

ます。 

付は大切に活

皆様

をお願いいた

円 団体…１

か、下記の口

社会福祉法

ＳＳＫＰ通巻 67

は、ますま

業所・関係

け秋まつり

ながら地域交

」が見えた

事業の実行委

てとても大

活用させてい

（ 8/29～1

様 ありがと

たします＊ 

００００円

口座にお振込

法人おおぞ

 

783 号はばたけだ

すご健勝の

係者の皆様の

や社協福祉

交流を実践で

ように思い

委員会に後

きな支えと

いただきます

11/30 集約分

とうございま

 

円 

込みくださ

ら会後援会

新年のご挨

だよりＮＯ.135

のことと 

のご尽力 

祉バザー、 

できたこと、

います。 

援会からも

なります。

。 

分） 

ました。 
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社会福祉法人おおぞら会 
・ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｾﾝﾀｰはばたけ（生活介護事業）          三鷹市野崎3-17-9   tel 0422-32-3234 

・工房時（就労移行事業･就労継続B型）            三鷹市野崎2-6-41     tel 0422-30-5571 

・野ざきの家（小規模多機能型居宅介護事業）         三鷹市野崎2-6-41    tel 0422-30-5575 

・サポートネットあすは（移動支援[居宅介護]事業）      武蔵野市八幡町1-6-1  tel 0422-36-5151 

・あすは Kids（放課後等デイサービス）            武蔵野市八幡町1-6-1 tel 0422-36-5151 

・ショートステイさくら（短期入所事業）          三鷹市井の頭4-22-6  tel 0422-32-3234 

・つなぐなかまの家（共同生活介護）    
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最寄りの駅で自転車置き場から出ようとしたとき…入れ違いに入ってきた親子の会話が聞こえた。駐輪スペースがいっぱいで置き場所 

を探している。障害者用のところは空いていたのだが「ここは障害者の方の場所だから」と子どもに説明するお母さん。「しょうがいって 

何？しょうがいって？」と子どもは初めて聞く言葉に興味津々でお母さんに何度も尋ね返していた。お母さんは「しょうがいって言うの 

は…」とちょっと詰まりながら言葉を探していた。私もお母さんの返答を聞きたかったが、人の波に押し出されそのまま自転車置き場を 

出た。「私ならどう答えるかな…」そんなことを考えながら家まで自転車を走らせた。…後日、近所の小学校から「まち探検」でやってき 

た子どもたちに同じような質問をたくさん受けた。自転車置き場のお母さんではないが、いざ説明するとなると一瞬考えてしまう。子ども 

たちには毎度鍛えられるが、世の中のすべてに関心をもって純粋に知りたいという気持ちで質問してくれる小さなこの子たちにこそ、利用 

者のこと、地域に在る施設のこと、そして私たちの仕事の魅力をしっかり伝えていきたいとあらためて思った。   （いりくらあきこ） 
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information 

お菓子工房で手づくりしているクッキーは 

 ほっこりやさしい味・・・おみやげなどにどうぞ 

 

ご注文は工房時まで   

TEL 0422-30-5571  

   kouboutoki@oozora.or.jp 
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